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アシスタンスサービスの概要 

海外で発生する問題解決 
＝アシスタンスを致します 

Ｄ 
暴力 

災害 

Ｄ 

Ｄ 健康 

Ｄ 

‐異なる環境による疲労 
‐時差・フライトの疲労 
‐忙しい出張・旅行の疲労 

‐日本より高いテロ発生頻度 
‐営利目的の誘拐発生頻度 

自然災害 

‐地震（Ex.ニュージーランド地震） 
‐津波（Ex.スマトラ津波） 

社会制度 

‐日本と異なる病院制度 
‐社会インフラ知識の欠如（Ex.救急車の番号） 

国家権力 

‐日本と異なる法律 
‐外国人を守ってくれるとは限らない 

家族の安否 

‐帯同家族の安否 
‐日本の家族との連絡 

Ｄ 

何も問題のおきていない日常自体が海外では「いつもと違います」 
 ～EAJは間に入って手配して困った方のお手伝いを致します～ 
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医療アシスタンスサービスとは：Ex.中国出張中に病気になった場合 

海外に現地で暮らしているお友達がいれば病院の場所を丁寧に教えてくれたり、予約をしてくれたり、実際に
付き添ってくれるかもしれません。しかし海外では運良く親しい知人がいるとは限りません。 

例えば出張先が上海であれば、日本人向けクリニック（医療機関により良し悪しの差はある）が存在します。 
しかし、日本企業の進出している中国内陸部に入ると事情は異なります。中国の人々が行く病院と同じ病院
に行き、朝5時から一日がかりで並んで、必ずしもレベルの高くない初診担当の医師に見てもらわなければな
らなくなります。しかも、中国語がわからなければ通常お手上げでしょう。 

●海外で病院に行けますか？ 

●日本語が通じない状況で、適切な治療を受けられますか？ 

⇒世界中でお客様が安心して医療サービスを受けられるようコーディネートを行う、それがEAJの仕
事です 

医療アシスタンスとは、海外旅行・出張時における医療事象（病人、怪我人）発生の際、
スムーズな治療が行われるようにコーディネートを行う業務 

EAJは、海外で受診する必要のある日本のお客様に、言語や制度、カルチャーギャップのある海外環境でも、
安心して医療サービスを受けることができるようなコーディネートを、世界すべての地域で行っています。 
重大な事態では日本人医療者を海外まで派遣し日本までの帰国の搬送も行っています。 
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コンシェルジュサービスとは： Ex.海外旅行でレストランを予約したい場合 

コンシェルジュ（ライフアシスタンス）とは、旅行などの楽しい機会に、お客様のご要望の
実現に向けたコーディネートを行う業務 

例えば結婚20年記念で、ご夫婦でパリに旅行に行った時、ミシュランの三ツ星レストランで食事をしてみたい
と思う夫婦は多いでしょう。 
また、友人と行く旅行でも、現地のおいしいレストランで食事をしたいと思う方は多いでしょう。 
日本では何のこともないレストランの予約ですが、海外では以下の状況を恐れて躊躇してしまうのです。 
  ‐現地語や英語が堪能でないため、予約が難しい 
  ‐満席で断られるかもしれない 
  ‐自分達ではどこのレストランが良いのか選択できない 
  ‐レストランへの行き方がわからない  
 
奥様を喜ばせてあげたいと思っても、上記が原因で喧嘩となった経験を持つ方も多いのではないでしょう
か？ 
 

●海外旅行中、もっと楽しい時間を過ごしたいと思いませんか？ 

⇒海外での最高のコンシェルジュサービスを、世界各地で、日本語で行うのがEAJです 

EAJは、ゲストの要請なら三ツ星レストランでも予約を捻じ込むパリのリッツホテルのコンシエルジュのような
サービスを、世界各地域で行っています。 
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国際医療交流支援サービスとは 

国際医療交流支援とは、日本での治療を希望する海外の方達に対し、スムーズな治
療に向けた支援を行う業務 

日本の医療は消化器系の内視鏡などの先進医療分野において優位性を持っています。 「日本の医療の産
業化と国際化」とは、そのような先進医療の受診を希望する海外の方達を積極的に受け入れるとともに、日
本の高度な医療技術を世界に発信し、大きな産業として発展させよう、というものです。 

しかし、アメリカや欧州と比較すると、日本の医療は認知度が低く、海外で高い評価を受けているとは言い難い
状況にあります。また、日本の病院は歴史的に保険外診療に長けておらず、言葉の壁もあり、外国人患者の受
入れに消極的でした。 

●国が推進する「日本の医療の産業化と国際化」 

●世界では日本が実は医療先進国だということが知られていない 

⇒日本での治療を希望する外国人患者と病院の仲介、日本の医療機関や医療技術の海外進出の
お手伝いをしているのがEAJです 
 

 EAJは、今までのアシスタンス事業で培ってきた経験やノウハウを生かし、個別の外国人患者に最適な病
院の選択や、医療ビザの手配、来日支援などを行っています。また中東諸国などへの日本の先端医療の輸
出のお手伝いもしています。 
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第3四半期のトピックス 

 

- 売上高      1,436百万円（2Q累計：989百万円 ＋ 3Q: 447百万円） 

 営業利益    88百万円（2Q累計： 60百万円 ＋ 3Q:   28百万円） 

 経常利益   67百万円（2Q累計:   42百万円 ＋ 3Q:  25百万円） 

 

 

- 海外出国者数の増加※にリンクして、当社の案件数も順調に推移。９月の
海外出国者数は、今年度初めて前年度割れとなったが、当社の案件数に
は影響なし 
 

 

- 先行投資的に人材採用を行ったものの、外注費を中心に費用を抑制 

 

 

- タイ子会社アシスタンスセンターの24時間化を引続き推進 

 

 

 
8 ※ 2～8月の海外出国者数累計は過去最高を記録（ＪＩＮＴＯ調べ） 
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第3四半期累計連結業績と通期連結業績予想の比較（単位：百万円） 

第１Q累計 第２Q累計 第３Q累計 通期予想 

売上高 553 989 1,436 1,964 

営業利益 53 
（9.7％） 

60 
（6.1%） 

88 
（6.1%） 

159 
（8.1%） 

経常利益 53 
（9.6％） 

42 
（4.3%） 

67 
（4.7%） 

140 
（7.2%） 

当期純利益 31 
（5.7％） 

25 
（2.6%） 

40 
（2.8%） 

87 
（4.4%） 
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セグメント別業績ハイライト（単位：百万円） 

※1 医療アシスタンス事業には、1Ｑのみに計上される官公庁関連の売上高が存在する 
※2 調整額とは、各報告セグメントに配分していない全社費用のこと。セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている 

第１Q 第２Q 第３Q 第３Q累計 

売上高 利益 売上高 利益 売上高 利益 売上高 利益 

医療アシスタンス事業 469 95 349 69 359 83 1,178 248 

ライフアシスタンス事業 84 27 86 23 87 22 258 73 

調整額※2 ‐ △69 ‐ △87 - △76 ‐ △232 

P/L計上額 553 53 435 6 447 28 1,436 88 

医療アシスタンス事業は、海外出国者数が増加する夏休みが挟まったため、第2Ｑと
比して、売上高・利益ともに順調に推移。ライフアシスタンス事業は、年間契約料ベー
スのため、ほぼ横ばい 

※1 
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医療アシスタンス事業の概要 

海外出国者数と案件数の推移（前年同月比） 

前年対比で増加傾向にある海外出国者数にリンクし、当社案件数も前年対比で増加。
９月の海外出国者数は前年を割れたが、当社案件数に影響は見られなかった 

資料：海外出国者数は『平成24年 出国日本人数推計値』JNTOを参考とした。8月と9月については推計値。 

また、案件数は、今年度新たに契約したビジネスを除いた、既存ビジネスの対比 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 
海外出国者数 104% 113% 122% 127% 124% 117% 109% 110% 99% 
案件数 101% 121% 119% 111% 129% 114% 117% 111% 120% 

90% 

95% 

100% 

105% 

110% 

115% 

120% 

125% 

130% 

135% 
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ライフアシスタンス事業の概要 

売上高の比較（第9期通期vs.第10期第3Q累計期間、単位：百万円） 

第3Q累計期間終了時点で、ライフアシスタンス事業の売上高は前年通期売上高の
90パーセントに到達 

285 
258 
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第9期通期 第10期第3Q累計 

前年度期中に契約額の見直しを実施。 
よって、第3Q累計期間終了時点で、 
前年通期売上高の90パーセントに到達 
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各種施策の取組み状況 

第３Ｑの状況 第４Ｑの進捗状況 

 タイ子会社アシスタンスセンターの24時間化を推進 

 遅延していたビジネスの一部を獲得 

 日中関係の悪化により、出国者数が減少 

外注費を中心として費用の抑制を開始 

-24時間化を開始（10/1に開示） 

-新規ビジネスの獲得に向けたアプローチを強化 

 その他いくつかの契約が決定 

 現状で案件数の減少はなし（11/2に開示） 

 費用の抑制を継続 

各種取組みの第３四半期からの進捗状況は以下のとおり 
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各種施策に関するNEWS RELEASE 

タイアシスタンスセンターの24時間化 (10/1) 中国事業の近況 (11/2) 



本説明会及び説明資料に含まれる将来の見通しに関する部分は、現時点で入手可能な情報
に基づき判断したものであり、実質的にこれらの記述とは異なる結果を招き得る不確実性を含
んでおります。それらの不確実性には、業界ならびに市場の状況、金利、為替変動、国内外の
事業に影響を与える政府の法規制といった国内及び国際的な経済状況などが含まれますが、
これらに限定されるものではありません。今後、新しい情報・将来の出来事等があった場合で
あっても、当社は、本発表に含まれる「見通し情報」の更新・修正をおこなう義務を負うもので
はありません。 
 
また、当資料は投資勧誘を目的としたものではありません。投資に関する決定はご自身の判
断において行われるようお願いいたします。 
 
Copyright ©Emergency Assistance Japan Co., Ltd. All Rights Reserved. 
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